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シルバー安曇野

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
令
和
二
年
の
新
春

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
台
風
15
号
や
19
号
、
そ
の
後
の
大
雨
被
害
な
ど

日
本
各
地
に
、
ま
た
県
内
に
お
い
て
も
千
曲
川
や
そ
の
支
流
の
決

壊
や
氾
濫
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
異
常
気

象
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
年
は
平
穏
な
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
う
も
の
で
す
。

今
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
会
員
不
足
、
適
正
就
業
等
厳

し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
知
恵
を
出
し
協

力
し
合
う
こ
と
で
難
局
を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、安
全
就
業
に
つ
き
ま
し
て
も
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
・

け
が
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
み
ん
な
で
取
り
組
み
、

地
域
の
皆
様
の
信
頼
を
得
る
よ
う
努
め
て
、
無
事
故
で
安
全
就
業

を
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
年
に
当
り
安
曇
野
市
の
発
展
と
会
員

並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

シルバー農園での玉ねぎの植え付け作業

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長　

佐 

々 

木
　
胤 

明
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
佐
々
木
理
事
長
を
は
じ
め
、
役
職

員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き
く

ご
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
に
対
す

る
丁
寧
で
熱
心
な
姿
勢
は
、
地
域
か
ら

厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
の
ご
努
力
の

賜
物
と
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今

後
も
、
会
員
の
皆
様
が
地
域
で
の
就
業

を
通
じ
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
社
会
参

加
を
果
た
せ
る
よ
う
、
活
発
な
事
業
活

動
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
は
、
豊
か
な
知
識

や
経
験
を
持
つ
皆
様
の
就
労
機
会
を
提

供
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
シ
ニ
ア

世
代
の
社
会
参
加
の
促
進
や
健
康
維
持

等
、
地
域
社
会
を
支
え
る
中
核
的
な
組

織
と
し
て
、
よ
り
一
層
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
頂
く
よ
う
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

安
曇
野
市
は
本
年
、
合
併
15
周
年

の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。改
め
て「
健

康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
邁

進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
環
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
貴
セ
ン
タ

ー
の
運
営
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
多
様
化
す
る
シ
ニ
ア
世
代
の
就
業

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
安
曇
野
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
2
期
中
期
5

ヵ
年
計
画
に
も
あ
り
ま
す
「
豊
か
な
経

験
と
能
力
を
活
か
し
働
く
喜
び
と
社
会

参
加
」
の
推
進
に
一
層
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
本
年
が

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健
や
か
で
実

り
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
長　
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地域から信頼される
シルバー人材センターを目指します。
みんなで「危険ゼロ」を
目指します。
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役
職
員
視
察
研
修
に
参
加
し
て

理
事　

嶋　

﨑　

紘　

次

秋
も
深
ま
っ
た
10
月
24
、
25
日
に
今
年

の
役
職
員
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
視

察
先
は
、
滋
賀
県
の
豊
臣
秀
吉
が
築
城
し

た
城
下
町
の
長
浜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」

の
舞
台
で
陶
器
の
町
の
甲
賀
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
す
。

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
課
題
の
会
員
拡

大
や
独
自
事
業
や
事
務
体
制
の
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
先
進
地
の
視
察
で
す
。

初
日
は
、
長
浜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
人
口
は
11
万
8
千
人
、
会
員
数
は

１
６
０
０
人
、
契
約
額
は
6
億
8
千
万
円

で
す
。
特
徴
は
、
一
市
八
町
の
合
併
に
伴

い
「
ま
と
ま
り
」
に
重
点
を
置
き
、
ふ
れ

あ
い
農
園
を
開
設
し
配
分
金
を
確
保
し
て

い
ま
し
た
。
課
題
は
国
等
か
ら
の
補
助
金

終
了
後
の
運
営
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、特
に
重
点
を
お
い
て
い
る
の
が
、

派
遣
事
業
や
介
護
予
防
と
生
活
支
援
等
で

す
。
そ
の
た
め
多
様
な
広
報
活
動
で
各
イ

ベ
ン
ト
で
啓
発
と
Ｐ
Ｒ
で
推
進
し
て
い
ま

し
た
。

翌
日
は
、
甲
賀
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
人
口
は
9
万
1
千
人
、
会
員
は
1

１
９
０
人
、
契
約
額
は
3
億
4
千
万
円
で

す
。
特
徴
は
７
つ
あ
る
独
自
事
業
は
会
員

の
自
主
活
動
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
事
務

局
は
そ
れ
ら
で
構
成
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
支
援
の
み
と
の
こ
と
で
し
た
。

独
自
事
業
の
ひ
と
つ
に
剪
定
で
出
た
枝
葉

を
チ
ッ
プ
化
し
、
肥
料
と
し
て
シ
ル
バ
ー

農
園
に
利
用
、
残
り
は
市
民
に
販
売
す
る

と
い
う
理
想
的
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
会
員
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

で
は
、
八
つ
あ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介

や
会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
等
に
よ
る
勧
誘
、

会
費
の
夫
婦
割
引
制
度
創
設
、
外
国
籍
者

用
の
案
内
書
の
作
成
配
布
な
ど
に
力
を
入

れ
、
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
の
は
、
組
織
の

基
本
で
あ
る
「
理
念
」
に
向
か
っ
て
安
全

活
動
、
広
報
（
情
報
）
活
動
、
事
務
管
理

の
三
本
柱
で
セ
ン
タ
ー
が
発
展
し
て
地

域
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
理
想
と
思

い
ま
し
た
。

両
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
信
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ブ

ロ
ッ
ク
別
研
修
会
が
8
月
8
日
に
安
曇
野

市
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
5
つ
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
、
監
事

74
名
が
参
加
し
、
長
野
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
宮
下
事
務
局
長
か
ら

「
第
3
期
中
期
計
画
と
セ
ン
タ
ー
の
運
営
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
背
景
と
し

て
高
齢
者
は
就
業
意
欲
が
高
く
、
生
涯
現

役
を
望
む
方
が
多
く
、現
役
世
代
の
減
少
、

人
口
が
減
少
す
る
中
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
対
し
、
地
域
社
会
か
ら
は
一
層
期

待
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

第
3
期
中
期
計
画
で
は
、
こ
の
期
待
に

応
え
る
た
め
、
ま
た
基
本
目
標
達
成
の
た

め
、
会
員
の
確
保
・
拡
大
、
受
注
・
就
業

機
会
の
拡
大
、
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

な
ど
の
重
要
性
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
「
第
2
期
中
期

5
カ
年
計
画
」
を
策
定
し
、
基
本
目
標
達

成
の
た
め
推
進
中
で
あ
り
ま
す
が
、
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
当
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長浜市 SC での視察
～ふれあい農園を開設～

甲賀市 SC での視察
～特色ある７つの独自事業を運営～

中信ブロック役員研修会
～中信地域各地より７４名が参加～

中
信
ブ
ロ
ッ
ク

役
員
研
修
に
参
加
し
て

理
事　

山　

田　

詔　

一
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～
安
全
・
適
正
就
業
の
お
願
い
～

　

令
和
元
年
度

「
安
全
・
適
正
就
業
対
策
推
進
計
画
」

重
点
目
標
：「
重
篤
事
故
の
撲
滅
、
事

故
件
数
の
減
、
お
よ
び
健
康
管
理
」

具
体
的
目
標

１　

安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
完
全
実
施

２　

安
全
装
備
使
用
の
徹
底

３　

健
康
診
断
受
診
及
び
健
康
体
操
の

　
　

奨
励

４　

交
通
事
故
防
止

　

全
会
員
の
目
標
で
す
。「
安
全
は
全

て
に
優
先
す
る
・
け
が
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
就
業
を
お
願
い

し
ま
す
。

安
全
就
業
だ
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
契
約
額
の
実

績
は
、
３
億
７
７
９
７
万
円
で
、
対
前

年
度
比
97
％
金
額
で
１
２
０
０
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
会
員

不
足
や
台
風
な
ど
天
候
に
よ
る
就
業
の

遅
れ
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
昨
年
よ
り
「
適
正
就
業
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
就
業
を
進
め
る

た
め
職
員
を
１
人
配
置
し
派
遣
へ
の
切

り
替
え
を
進
め
て
お
り
、
対
前
年
同
月

比
５
６
４
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
市
広
報
誌
や

地
元
新
聞
へ
の
広
告
掲
載
、
安
曇
野
市

た
ま
ね
ぎ
祭
り
へ
参
加
し
て
の
チ
ラ
シ

配
布
等
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、
前

年
度
に
比
べ
19
人
減
の
９
１
５
人
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
会

員
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
一
会
員
一

人
の
会
員
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
の
増
加
と
就

業
の
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、一
層
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

請
負
契
約
額
は
前
年
度
を
下
回
る
が
、

派
遣
請
求
額
は
大
幅
増
加
！

令
和
元
年
度　

事
業
実
績
（
４
月
～
10
月
）

10 月までの事業実績

区　　分 令和元年度
（10 月末）

平成 30 年度
（10 月末） 増　減 対前年比

会員数 915人 934人 △19人 98.0％

請　
　

負

 受注件数 3,445件 3,394件 51件 101.5％
 契約金額 37,797万円 39,002万円 △1,205万円 96.9％
 内訳 公共 6,572万円 6,367万円 205万円 103.2％
 〃    民間事業所 22,789万円 24,155万円 △1,366万円 94.3％
 〃    一般家庭　 8,436万円 8,480万円 △44万円 99.5％

派遣請求額 1,459万円 895万円 564万円 163.0％

各
地
区
に
お
き
ま
し
て
今
年
度
も
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
促

進
月
間
に
合
せ
て
、
次
に
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
科　

10
月
16
日　

22
人

　
　
　
　
　
県
立
こ
ど
も
病
院

穂
高　

10
月
15
日　

29
人

　
　
　
　
　
穂
高
会
館

三
郷　

10
月
３
日　

39
人

　
　
　
　
　
三
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

堀
金　

10
月
31
日　

24
人

　
　
　
　
　
堀
金
社
会
福
祉
協
議
会

明
科　

10
月
21
日　

18
人

　
　
　
　
　
龍
門
淵
公
園

　

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

除草作業に奮闘する会員の皆さん

回収された

草・ゴミ等

安
全
就
業
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

見
逃
す
な

　
ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ

　
　
　
　
あ
の
経
験
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7
月
29
日
午
前
中
に
長
野
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
に
よ
る
安

全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
真
夏
日
と
な
り
大
変

暑
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
三
郷
黒

沢
川
沿
い
の
草
刈
現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

日
々
の
就
業
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

県
シ
連
適
正
就
業
対
策
推
進
委
員
か

ら
は
全
体
的
に
は
安
全
に
配
慮
し
た
就

業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
草
刈
の
終
了

間
際
に
な
る
と
会
員
同
士
の
距
離
が
近

づ
く
、
刈
払
機
の
刃
と
カ
バ
ー
が
離
れ

て
い
る
。
ま
た
、
な
る
べ
く
防
震
用
手

袋
の
着
用
を
す
る
こ
と
や
暑
い
時
期
に

は
水
分
補
給
等
体
調
に
は
十
分
配
慮
す

る
よ
う
意
見
も
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

同
日
の
午
後
は
、
当
セ
ン
タ
ー
独
自

で
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員
を
中
心
と

し
た
メ
ン
バ
ー
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
豊
科（
草
刈
り
）・
堀
金（
剪

定
）・
明
科
（
草
刈
り
）・
穂
高
（
剪
定
）

の
４
地
域
を
回
り
、
最
後
に
事
務
所
に

戻
り
検
討
や
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

全
会
員
が
常
に
安
全
就
業
に
意
識
を

持
っ
た
取
組
み
の
必
要
性
と
会
員
へ
の

周
知
徹
底
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

7
月
24
日
草
刈
安
全
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
三
郷
室
山
ア
グ
リ

パ
ー
ク
駐
車
場
周
辺
を
会
場
に
一
般
注

意
事
項
、
作
業
計
画
、
作
業
方
法
等
中

心
の
講
演
と
実
技
に
つ
い
て
、
林
材
業

安
全
管
理
指
導
専
門
家
の
市
川
和
歳
さ

ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
47
人

の
会
員
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

様
々
な
情
報
を
い
た
だ
き
有
意
義
な
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
絶
対
事
故

を
お
こ
さ
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

就
業
に
望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

草
刈
安
全
講
習
会
開
催

「
安
全
・
適
正
就
業

パ
ト
ロ
ー
ル
」実
施

講師の話に聞きいる会員の皆さん

安全・適正就業「標語」（応募作品）
応募された皆さま、ありがとうございました。

応　募　者

・体力や　筋力の衰え　自覚して 山田　裕也

・始業前　必ずやろう　危険予知　　　　　　　　・仲間にも　目くばせ・気くばり・心くばり 山田　詔一

・気を抜かず　手も抜かないで　事故防止　　　　・健康を　保てば仕事　事故は無い 湯澤　力三

・安全は　作業手順と保護具とマナー　急がず慌てず　ルールを守る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・身につける　保護具とマナーで　安全作業
小林　和子

・もう一回　点検しても　損はない　　　　　　　・あれやったかな？　もう一度　確認を 佐伯　勝美

・今一度　安全願う　日々の歳　　　　　　　　　・令和でも　平和と同じ　安全を 黒澤　信幸

・令和でも　常に安全　心から　　　　　　　　　・心して　安全願い　過ごす日々 黒澤　貴巳子

・安全作業は　仕事の前に KYT（危険予知訓練）を　忘れるな！

　　　・同じ仕事と侮るな　仕事の慣れが　事故のもと
栗幅　照夫

・サーやるぞ　指差し確認　安全第一　　　　　　・仕事の段取り　仲間と確認　我が身を守る 丸山　　勇

・安全は　心のゆとりから生れる　　　　　　　　・基本動作を守ることが　安全第一 日下部　憲

・あの時の事を　思い出す事の大切さ　　　　　　・初心に戻って　はつらつと 高春　　信

・安全は　守るルールから　　　　　　　　　　　・安全と　体調管理は　自から 矢ノ口　征子

・いつもと同じ！　その気の緩みが　事故のもと　・確認に　確認重ねて　笑顔で仕事 丸山　嘉豊

・こう決めた　その隙間に　事故宿る　　　　　　・もう終わり　と思った時に　事故起きる 桑原　　謙

・余裕ある　行動のみに　消せる事故　　　　　　・事故予防　指差し・声出し　やってみよう 坂本　志朗

・作業前　心の中に　危険予知　　　　　　　　　・気を抜くな　なれた仕事に　事故ひそむ 那須野　卯久

・始業点検　万全確認　笑顔の業務　　　　　　　・一寸待て　皆で確認　事故防止 大堀　忠一

・歳取れば　足元注意　仕事しつつ　　　　　　　・ビーバー使い　草が足に　絡み付き 藤原　正登

会員が就業中に事故に遭遇したり、巻き込まれる事態が発生しています。
　　　　　安全で適正な就業はみんなの願いです。
　　　　　　　　　　標語をお読みいただき意識の高揚を図り、事故の撲滅に役立てましょう！
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1
月
分
は
2
月
20
日
（
木
）

2
月
分
は
3
月
19
日
（
木
）

3
月
分
は
4
月
20
日
（
月
）

4
月
分
は
5
月
20
日
（
水
）

5
月
分
は
6
月
19
日
（
金
）

6
月
分
は
7
月
20
日
（
月
）

就
業
後
速
や
か
に
、
各
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
様
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
、

シ
ル
バ
ー
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
又
は
、
事

務
局
へ
就
業
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

締
め
切
り
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん

と
、
配
分
金
が
１
ヶ
月
遅
れ
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
昨
年
、
平
成
か
ら
令
和
に
年
号
が
代

わ
り
、
何
か
と
希
望
が
持
て
る
年
に
な

る
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の

台
風
が
日
本
列
島
に
襲
来
、
全
国
各
地

で
多
く
の
死
者
が
で
る
等
大
変
な
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
と
共

に
、
今
年
は
自
然
災
害
の
無
い
年
と
な

る
よ
う
祈
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
今
、
私
共
セ
ン
タ
ー
で
も
会
員
の
高

齢
化
が
進
み
、
ま
た
会
員
の
減
少
等
で

依
頼
さ
れ
る
仕
事
も
業
種
に
よ
っ
て
は

お
断
り
す
る
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
新
入

会
員
を
増
や
す
た
め
に
現
会
員
さ
ん
が

新
規
会
員
さ
ん
を
ご
紹
介
頂
き
ま
す
よ

う
、
お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
私

は
時
々
、
運
動
の
た
め
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
に
出
か
け
て
お
り
ま
す
。
マ
レ
ッ

ト
場
に
は
多
く
の
仲
間
が
い
ま
す
の

で
、
仲
間
に
声
を
か
け
て
入
会
へ
の
お

誘
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
３
名

の
方
が
入
会
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
今
年
一
年
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
健
康

で
元
気
で
仲
良
く
ケ
ガ
や
事
故
の
無
い

よ
う
就
業
出
来
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　

那
須
野
卯
久　

北
林　

幹
男

　
　
　

小
林　

義
明　

嶋
㟢　

紘
次

お
悔
や
み

配
分
金
及
び
派
遣
給
与

の
振
込
日

編
集
後
記

山
㟢
今
朝
登
様　

平
成
31
年
4
月

萩
原　

秀
彌
様　

令
和
元
年
9
月

市
川　

光
一
様　

令
和
元
年
10
月

丸
山　

昭
廣
様　

令
和
元
年
11
月

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

就
業
報
告
書
の
提
出
に

　
　
　

つ
い
て
の
お
願
い

「
１
会
員
１
就
業
先
開
拓
」

「
１
会
員
１
新
規
会
員
紹
介
」

～
紹
介
者
に
商
品
券
～

会
員
の
皆
様
に
は
、
会
員
の
就
業

先
や
新
入
会
員
の
紹
介
に
つ
い
て
、
ご

尽
力
を
頂
い
て
い
ま
す
こ
と
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
年
度
当
初
に
就
業
開
拓
及

び
会
員
拡
大
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
会
員
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
昨
年
同
期
に
比
べ
19
人
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
就
業
開
拓
及
び
会
員

拡
大
に
向
け
、
も
う
一
度
お
知
り
合
い

の
方
等
に
お
声
掛
け
頂
き
、
是
非
、「
１

会
員
１
就
業
先
開
拓
」「
１
会
員
１
新

規
会
員
紹
介
」
を
目
標
に
、
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仕
事
や
新
入
会
員
を
紹
介
し
て
頂

け
る
方
は
、
会
員
の
氏
名
に
新
規
開
拓

就
業
先
又
は
新
入
会
員
希
望
者
の
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
任
意
の
用
紙
に

記
入
の
う
え
、事
務
局
ま
で
持
参
又
は
、

社
協
各
支
所
の「
シ
ル
バ
ー
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
」に
投
入
い
た
だ
く
か
、郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
73
・
６
４
８
４
）
等
で
お
送
り
下
さ
い
。

な
お
、
就
業
先
の
開
拓
や
新
規
会

員
が
入
会
さ
れ
た
場
合
、
紹
介
者
の
会

員
に
「
商
品
券
」
を
お
贈
り
致
し
ま
す
。

平
成
30
年
12
月
か
ら
令
和
元
年
11

月
ま
で
の
１
年
間
（
１
月
振
込
～
12
月

振
込
）
の
配
分
金
支
払
証
明
書
を
１
月

10
日
頃
圧
着
ハ
ガ
キ
で
ご
自
宅
に
郵
送

し
ま
す
。

配
分
金
収
入
は
、
所
得
税
法
上
「
雑

所
得
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

申
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
収
入

の
種
別
、
合
算
等
に
よ
り
個
々
に
異
な

る
た
め
、
申
告
の
際
に
税
務
署
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

就
業
開
拓
・
会
員
拡
大
に
つ
い
て

事
務
局
だ
よ
り

独
自
事
業
の
門
松
・
松
飾
製
作
事
業

　
昨
年
末
も
た
く
さ
ん
の
注
文
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
春
を
迎
え
、
今
年
も
穏
や
か
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

配
分
金
の
確
定
申
告
に
つ
い
て


